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せ　せ　ら　ぎ

＜脳神経内科＞　
○診察医は山下博史医師です。

　もの忘れ、頭が痛い、ものが二重にみえる、言葉がしゃべりにくい、手足
に力が入りにくい、手足がしびれる・ふるえる、めまいがする、歩くときに
ふらつく、歩きにくくなった、意識がなくなる等の症状でお困りの患者のご
紹介をお待ちしております。
◆診察は毎週木曜日の午前中です。

大東病院の基本理念
私たちは、全職員が協力しあって、良質で安全な医療を提供し、
地域住民の方々に親しまれ、信頼される病院を目指します
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＜内　科＞
○診察医は杉山照幸院長、長廻紘医師、岩手医科大学等
からの応援医師です。

　全身を対象に、問診、視診、触診、検査などを通して
診断を行い、薬の投与や生活指導により治療を行ってお
ります。原因が分からない体調不良時にはまず内科の受
診をお勧めします。

◆診察は月曜日～金曜日の午前中です。診察受付は８時
30分～11時となっております。

＜外　科＞
○診察医は藤井大和外科長、磐井病院からの応援医師です。

　消化管（食道、胃、十二指腸、小腸、虫垂、大腸、直腸、肛門）と腹腔（ふ
くくう）内臓器（肝臓、すい臓、胆のう、胆管）の良性および悪性の腫瘍性の
病気、胆嚢炎（たんのうえん）、胆石症、消化管穿孔（せんこう）、虫垂炎、
腹膜炎（ふくまくえん）、腹腔内膿瘍（のうよう）などの炎症性疾患、ソケイ
ヘルニア、大腿ヘルニア、腹壁瘢痕（ふくへきはんこん）ヘルニアなど腹壁疾
患、甲状腺疾患、乳腺疾患、副腎腫瘍、後腹膜腫瘍、下肢静脈瘤（りゅう）な
ど末梢（まっしょう）血管疾患、腹部外傷、一般外傷、熱傷などの外傷性疾患
などの診療を行っております。
◆診察は月曜日～金曜日の午前中及び火曜日以外の午後も診療しております。　

　日増しに秋も深まり、朝夕は肌寒く感じられる季節となりました。新型コロナウイル
ス感染症も多少落ち着き始めておりますが、体調を崩しやすい時期でもあります。　
　今号では大東病院の診療科について皆様にご紹介させていただきます。



＜皮膚科＞　
○診察医は見坊公子医師です。

　手足、顔、身体から耳、鼻、口の中まで器具を使わずに肉眼で見える
皮膚の範囲、さらに皮膚の付属器として爪や毛の疾患も皮膚科で扱って
います。皮膚に何かあれば皮膚科にご相談くださるようお勧めいたしま
す。

◆診察は毎週水曜日の午前中で、予約制となっております。受診前に電
話でご予約をお願いします。

＜禁煙外来＞　
○診察医は加藤博孝医師です。

　たばこをやめたい人のために病院に設けられた専門外来で、カウンセリングや生活指
導といった精神面での禁煙サポートや、ニコチンを含まない禁煙補助薬などによる禁煙
治療を行っております。
◆診察は毎月第2・第4金曜日の午前中で予約制となっております。

＜診察受付について＞
○診察受付時間：８時30分～11時、14時～16時（外科診
療のみ）当院では担当医不在の場合があります。受診前
にお電話いただけるとよりスムーズに受診できます。ま
た、発熱や咳等の症状がある患者様は発熱外来で受付け
ますのでお電話でお問い合わせください。

＜インフルエンザワクチン接種＞
　大東病院では11月から接種を実施します。

・一般の希望者は月・金曜日の午後
・かかりつけ患者は受診日に併せて接種が可
能です。外来看護師へご連絡ください。

大東病院　診療予定表 令和4年10月1日現在

診療科 時間 月 火 水 木 金

杉山　照幸　　　　　　　杉山　照幸
杉山　照幸　　　　　　　

（第1・3・5週）
杉山　照幸　　　　　　
（検査）

杉山　照幸

山下　博史 山下　博史
椎名　くに　　　　　　　
第2・4週

下沖　収（岩手医大)　　　　　　　　
第1・3・5週

加藤　博孝（磐井病院)
第2・4週（禁煙外

来）

長廻　紘 長廻　紘 長廻　紘 長廻　紘

佐々木　崇　　　　　　　
第2・4週

外 科
午前

藤井　大和 藤井　大和 藤井　大和 藤井　大和 藤井　大和

阿部　隆之　
（磐井病院）

午後 藤井　大和 休診 藤井　大和 藤井　大和 藤井　大和

皮 膚 科 午前 休診 休診
見坊　公子　　　　　　
（予約診療）

休診 休診

脳神経内科 午前 休診 休診 休診 山下　博史　　　　　　休診

内 科 午前

【大東虎穴(大東という虎穴に入って、規律ある生活という虎児を得ました）】　長廻　紘（ながさこ こう)
　2022年9月に満81歳になりました。人生の晩年に一関市大東町に居住し、大東病院に勤めさせてもらっています。
こんな幸運はありません。顧みて私の一生は幸運の一言でまとめられます。1941年、太平洋戦争の3ヶ月前に生まれ、
軍歌を子守歌に育って、戦争の末期に中国から命からがら無事帰国できたことが幸運の始まり。途中で命を落とした人
は数知れないのは中国残留孤児の話などから周知の所です。物心つく頃から世の中は高度成長という気流に乗って私の
ような庶民を乗せてフルスピードで動き始めて、20世紀末のバブルとその崩壊まで続き、満喫しました。東京は楽しかった。
ちょうど50年前の1973年に消化器病の世界一流の学術誌Gsstroenterologyに、「開発したコロノスコープで大腸のもっと奥である回腸弁を
はじめて観察した」という論文を載せることができました。それからも大腸早期がんの新しいタイプ（陥凹型）の診断法確立に貢献できました。よく
やったと思っていた時、群馬県のがんセンターから招かれました。10年勤務して定年を機に医者やめ、2004年春から修行の人生にシフトしました。
医者後は10年近く続けたスペイン、フランスにまたがるサンチャゴ巡礼（毎日20～30ｷﾛ歩いてジュネーブから大西洋まで2,000キロ）の存在を
人脈のお陰で知り、半ば偶然にはじめたことですが、人生観・宗教観・芸術観を一変させるほどの大事業でした。2015年頃からあまり歩けなく
なって、思索の世界に入り「コロナの時代に生きる」という本にまとめました。（2021年）
　こんなについている奴は許せないと思いの方もいらっしゃるでしょう。ご安心ください、楽あれば苦あり、幸運あれば不運あり。最愛の妻を若くして
亡くしました。私にないものすべてを持っていた彼女と結婚できたことが人生最大の幸運とすれば、亡くしたことは最大の不幸でした。がんを早期に
見つけることを医者として使命としていただけに妻を乳がんで亡くすのは不覚でした。
　もうすることは残っていないけれども、生き続けるためには、むかし取った杵柄をまた取るしかないと手を伸ばしたら、岩手県に届きました。来てみ見
てびっくり、近郊を含め環境絶佳の地は全力で探しても見つからないのに向こうから転がり込んだ。低い山々の緑に囲まれ、水鳥や魚の遊ぶ砂鉄
川、職員ならびに住民の皆様の愛情に大事にされ居心地良くさせてもらっています。道で会う人たち誰とでも立ち話するなど東京では考えられな
いことです。「良いことも悪いことも思い出が多いほど幸せな人生」安心して死ねます。


